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通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 2019 年５月 15 日に公表しました 2020 年３月期（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日）の連結業績予

想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2020 年３月期 通期の業績予想と実績値の差異（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 24,500 300 300 100 13 円 88 銭 

実績値（Ｂ） 23,072 45 11 117 16 円 31 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,428 △255 △289 17 ― 

増減率 △5.8％ △84.9％ △96.3％ 17.4％ ― 

（ご参考）前期連結実績 

（2019 年３月期 通期） 

24,577 △298 △91 △2,028 △281 円 69 銭 

 

２．差異の理由 

通期の連結業績につきましては、現場と経営陣間のコミュニケーション強化を通じてオペレーション改

善・サービス向上を推進し、利益改善を図りました。しかし新型コロナウィルス感染症の影響により、足下

で大幅に下押しされ黒字は確保したものの、売上高・営業利益は 2019 年５月 15 日時点の予想を下回る実績

となりました。またシンジケートローン契約締結による手数料が発生した結果、経常利益は大きく下回るこ

ととなりました。一方で、都市再開発に伴う店舗撤退の補償金や海外子会社株式売却等の特別利益により、

親会社株主に帰属する当期純利益は予想を上回る実績となりました。 

引き続き、「食のあるべき姿を追求する」というグループ共通のミッションのもと、生販直結モデルを一

層進化させ、今後は、「塚田農場」ブランド店舗を中心とした既存店舗の収益力向上とともに、弁当事業や

海外展開などの新規事業の利益率向上を図ってまいります。 

 

以上 

 


